
◆日 時：令和８年２月14日（土）９時30分～14時30分
◆ 場 所：茨城県霞ケ浦環境科学センター１階多目的ホール
◆出席者：約100名

令和７年度環境学習成果発表会を開催しました！
環境学習成果発表は、県内小・中・高校生による環境学習や環境保全活動の成果を発

表する機会を設け、次世代における環境保全意識の活性化及び次世代間の交流促進を図
る目的で実施しています。

今年度は小学校部門５組、中学校部門４組、高等学校部門３組の計12組の個人・団体
が口頭発表及びポスター発表を行いました。

また、ポスター発表にあわせ、当センター研究員による発表も同時開催しました。
発表者同士だけでなくセンター研究員とも質問や意見交換をとおした交流を行いました。

主催者挨拶 藤田対策監

センター長あいさつ 小学校部門

中学校部門

＜第一部 口頭発表＞

発表の仕方がとても上手になってきていると感じました。それから、内容のレベルも上がっている
と感じており、非常に心強く感じています。その中でも特に、研究の仕方・やり方を発表の中、ある
いはポスターにしっかりと書いてある、というのがとてもよかったと思います。

ほかの人たちが同じようなことをしようと思ったときに、その人のやり方が分かっていれば同じよ
うなことができますし、比較もできると思います。ぜひ、どんなやり方で研究をしたのか、しっかり
書いて残してもらえればと思います。

それから、同じようなことをやっている研究は世の中にもしかしたらたくさんあるかもしれません。
そういう結果を調べて、同じなのか、違うのか、違うとしたら、どうして違うのかということを考え
てもらって、また発表の中でふれてもらうということが重要なのではないかと思います。余裕がある
方は、今後そういうことも考えて進めていただけたらと思います。

高等学校部門 全体講評

◆全体講評（当センター：福島顧問より）

皆さんの研究がますます発展することをお祈りしています。

ご参加ありがとう
ございました

小学校部門



＜第二部 ポスター発表＞

環境学習成果発表会口頭発表資料、研究員のポスターは
ＨＰにて公開中！ぜひご覧ください★

・茨城県の環境、とりわけ霞ヶ浦について様々なことを知ることができた。
・自分たちだけでは思いつかなかった視点や意見をいただけて楽しかった。
・発表者の発表を通していろいろ今後に生かせそうだと考えた。
・次年度に向けての研究のヒントになった。
・似たようなテーマを持った研究を行っている方々と、意見交換ができた。また、霞ヶ浦に
ついての知識も深まった。他の学校さんの発表を聞いてとてもしげきになった。

◆参加者の感想


